
九州の玄関口として、観光客やビジネス客で賑わう「JR九州博多駅」。“恋するトイレ”プロジェクトの第一弾として、中央改札内トイレが、博多らしさを表現し、清潔で思いやりあふれるトイレへとリニューアルされた。

水まわりの特長
改修の経緯

「JR九州博多駅」は、JR九州のみでも1日に約10万人以上が利用する九州最大のターミナル駅。駅周辺には、ショッピング、ホテル、飲食店など多様な施設が充実し、観光客やビジネス客、地域の方などが九州の玄関口として利用している。前回の改修から15年が経過し、利用客よりトイレのにおいや混雑などに関する声があったため、利用状況や設備の老朽化をふまえ、若手社員を中心としたリニューアルプロジェクトを立ち上げ、“恋するトイレ”プロジェクト「HEARTFUL JR KYUSHU」をキャッチフレーズに整備を推進。そのプロジェクトの第一弾として、中央改札内トイレを、2024（令和6）年12月にリニューアルオープンした。JR九州では、2024年度中さらに来年度以降も、順次リニューアルする予定としている。

トイレの特長
今回の改修では、器具の取替や内装の改良、サインの整備を実施。内装は、博多織や博多曲物（まげもの）など博多ならではの魅力を取入れつつ、木目調で温かみのあるデザインに改修された。器具は、省メンテナンス、節水、清潔を保ちやすいことをポイントに選定。衛生面では、きれい除菌水機能付きの小便器、ウォシュレット、非接触で使用できる自動水栓や自動水石けん供給栓、吸引式のクリーンドライを採用。さらに大便器ブースにチャームボックスを設置し、ケア用品を使用する方も安心して外出できるように配慮。また混雑対策として、トイレ入口にデジタルサイネージを掲示し、他トイレの空き状況を確認ができるなど、さまざまな利用者が快適に利用できる、清潔で思いやりにあふれるトイレが実現した。

トイレ改修に伴い、以前よりも動線がスムーズになるよう女性トイレの洗面コーナーとスタイリングコーナーの配置を入れ替え。また、器具の交換や位置の変更、広めのブースの増設など、設備や仕様も改善された。

建築概要
名称	 JR九州博多駅 中央改札内
所在地	 福岡県福岡市博多区博多駅中央街1-1
施主	 九州旅客鉄道株式会社
設計	 JR九州コンサルタンツ株式会社
施工	 建築　株式会社九鉄ビルト
	 設備　株式会社 古屋工業所
竣工年月	 （改修）2024年12月
建築面積	 61.6㎡（トイレのみ）
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地下1階、地上7階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式：UAXC2CL2A1
ウォシュレット アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5831P
スペア付き紙巻器：YH163 R/L S／自動洗浄小便器：UFS900JCS
壁掛ハイバック洗面器：LSA125AC／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
コンパクトオストメイトパック：UAS82RSB1N系／ベビーシート：YKA24系
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R／フック：YKH22
化粧鏡：YM3580AC／全身鏡：YMK50K
パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22、T112CP26

乳幼児連れやオストメイトに配慮し、ベビーチェアと汚物流しを設置した広めのブースを設置。フックを2ヶ所設け、手荷物にも配慮。さらに、ブースの入口には、設備内容がひと目でわかるピクトグラムを掲示している。男女別トイレのすべてのブースにチャームボックス（汚物入れ）を設置し、尿もれパッドなどのケア用品などを捨てることが可能。また、通常時内開きの扉は、緊急の際、外開きにできる非常開錠機能付きとなっている。小便器は、きれい除菌水をトラップに満たして除菌する超節水タイプで、メンテナンス性にも優れた掃除口付きタイプの自動洗浄小便器を採用。また点検口を設置し、詰まりの確認や清掃性にも配慮している。

混雑緩和を図るため、構内トイレの利用状況がわかるデジタルサイネージを設置し、利用者を空いているトイレへ誘導。画面の二次元バーコードを読み取ると、常時スマートフォンからも確認できる。

女性トイレの広めのブースには、乳幼児連れに配慮してベビーチェアやベビーシートを設置。さらにオストメイトへの配慮として汚物流しも用意され、バリアフリートイレの利用集中を避けるために機能分散を図っている。内装には、博多ならではの地域性が感じられるよう、ブース扉や壁に博多曲物（まげもの）や博多織をモチーフとして取り入れている。また、一部のブースには着替え用としてフィッティングボードも完備している。明るい雰囲気の女性トイレ。混雑緩和を図るため、洗面コーナーには鏡を設置せず、別途スタイリングコーナーを設置。また、洗面器の間に吸引式のクリーンドライを設置し、手洗い後の水垂れを抑制している。

男性トイレは、博多織モチーフを活かした、落ち着きある内装。非接触で手洗いができる自動水栓と自動水石けん供給栓を完備。さらに、風の吹き返しや水滴の飛散を抑制する吸引式のクリーンドライを設置している。
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男性トイレ 洗面コーナー 男性トイレは、博多織モチーフを活か
した、落ち着きある内装。非接触で手
洗いができる自動水栓と自動水石け
ん供給栓を完備。さらに、風の吹き返
しや水滴の飛散を抑制する吸引式の
クリーンドライを設置している。

女性トイレ 
洗面・
スタイリングコーナー

明るい雰囲気の女性トイレ。混雑緩和
を図るため、洗面コーナーには鏡を設
置せず、別途スタイリングコーナーを
設置。また、洗面器の間に吸引式のク
リーンドライを設置し、手洗い後の水
垂れを抑制している。

女性トイレ 
大便器コーナー

内装には、博多ならではの地域性が
感じられるよう、ブース扉や壁に博多
曲物（まげもの）や博多織をモチーフと
して取り入れている。また、一部のブー
スには着替え用としてフィッティング
ボードも完備している。

女性トイレ 広めのブース 女性トイレの広めのブースには、乳幼
児連れに配慮してベビーチェアやベ
ビーシートを設置。さらにオストメイトへ
の配慮として汚物流しも用意され、バ
リアフリートイレの利用集中を避けるた
めに機能分散を図っている。

デジタルサイネージ 混雑緩和を図るため、構内トイレの利
用状況がわかるデジタルサイネージを
設置し、利用者を空いているトイレへ
誘導。画面の二次元バーコードを読
み取ると、常時スマートフォンからも確
認できる。

男性トイレ 
小便器コーナー

小便器は、きれい除菌水をトラップに
満たして除菌する超節水タイプで、メ
ンテナンス性にも優れた掃除口付きタ
イプの自動洗浄小便器を採用。また
点検口を設置し、詰まりの確認や清掃
性にも配慮している。

男性トイレ 
大便器コーナー

男女別トイレのすべてのブースに
チャームボックス（汚物入れ）を設置
し、尿もれパッドなどのケア用品などを
捨てることが可能。また、通常時内開
きの扉は、緊急の際、外開きにできる
非常開錠機能付きとなっている。

男性トイレ 広めのブース 乳幼児連れやオストメイトに配慮し、ベ
ビーチェアと汚物流しを設置した広め
のブースを設置。フックを2ヶ所設け、
手荷物にも配慮。さらに、ブースの入
口には、設備内容がひと目でわかるピ
クトグラムを掲示している。

建築概要
名称	 JR九州博多駅 中央改札内
所在地	 福岡県福岡市博多区博多駅中央街1-1
施主	 九州旅客鉄道株式会社
設計	 JR九州コンサルタンツ株式会社
施工	 建築　株式会社九鉄ビルト
	 設備　株式会社 古屋工業所
竣工年月	 （改修）2024年12月
建築面積	 61.6㎡（トイレのみ）
構造・階数	 鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造・地下1階、地上7階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式：UAXC2CL2A1
ウォシュレット アプリコットP（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5831P
スペア付き紙巻器：YH163 R/L S／自動洗浄小便器：UFS900JCS
壁掛ハイバック洗面器：LSA125AC／クリーンドライ（ハンドドライヤー）：TYC430WJ
コンパクトオストメイトパック：UAS82RSB1N系／ベビーシート：YKA24系
ベビーチェア：YKA15S／フィッティングボード：YKA41R／フック：YKH22
化粧鏡：YM3580AC／全身鏡：YMK50K
パブリック用手すり：T112CL10、T112CU22、T112CP26

トイレ図面
トイレ改修に伴い、以前よりも動線がスムーズになるよう女性トイレの洗面コーナーと
スタイリングコーナーの配置を入れ替え。また、器具の交換や位置の変更、広めの
ブースの増設など、設備や仕様も改善された。

水まわりの特長
改修の経緯

「JR九州博多駅」は、JR九州のみでも1日に約10万人以上が利用する九州最大
のターミナル駅。駅周辺には、ショッピング、ホテル、飲食店など多様な施設が充
実し、観光客やビジネス客、地域の方などが九州の玄関口として利用している。
前回の改修から15年が経過し、利用客よりトイレのにおいや混雑などに関する
声があったため、利用状況や設備の老朽化をふまえ、若手社員を中心としたリ
ニューアルプロジェクトを立ち上げ、“恋するトイレ”プロジェクト「HEARTFUL JR 
KYUSHU」をキャッチフレーズに整備を推進。そのプロジェクトの第一弾として、中
央改札内トイレを、2024（令和6）年12月にリニューアルオープンした。JR九州では、
2024年度中さらに来年度以降も、順次リニューアルする予定としている。

トイレの特長
今回の改修では、器具の取替や内装の改良、サインの整備を実施。内装は、博多
織や博多曲物（まげもの）など博多ならではの魅力を取入れつつ、木目調で温か
みのあるデザインに改修された。器具は、省メンテナンス、節水、清潔を保ちやすい
ことをポイントに選定。衛生面では、きれい除菌水機能付きの小便器、ウォシュレッ
ト、非接触で使用できる自動水栓や自動水石けん供給栓、吸引式のクリーンドライ
を採用。さらに大便器ブースにチャームボックスを設置し、ケア用品を使用する方
も安心して外出できるように配慮。また混雑対策として、トイレ入口にデジタルサイ
ネージを掲示し、他トイレの空き状況を確認ができるなど、さまざまな利用者が快適
に利用できる、清潔で思いやりにあふれるトイレが実現した。

トイレ入口 九州の玄関口として、観光客やビジネ
ス客で賑わう「JR九州博多駅」。“恋
するトイレ”プロジェクトの第一弾とし
て、中央改札内トイレが、博多らしさを
表現し、清潔で思いやりあふれるトイレ
へとリニューアルされた。
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